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ソフト対策の主な取組
１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取り組み

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取り組み

３．一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の
取り組み

（１）情報伝達、避難計画等に関する事項
■多機関連携型タイムラインの作成・活用等
■広域避難への対応について
■各市連携した情報共有を図る

（２）平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する事項
■ハザードマップの作成・周知等
■防災教育
■要配慮者施設における避難行動の支援
■防災広報の取組
■一庫ダムの効率的運用

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
■避難行動のための情報発信等
■応急的な退避場所の確保

（１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
■水防団（消防団）等による水防活動
■水防活動の担い手確保と支援
■関係機関が連携した水防訓練

（２）庁舎や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項
■大規模工場等への啓発
■市庁舎、排水施設の耐水対策

概ね５年（令和３年～令和７年）で実施する取組

■大規模水害を想定した排水計画の作成

■大規模水害を想定した排水訓練

５年間で達成すべき目標および目標達成に向けた３本柱の取り組み
１．５年間で達成すべき目標

２．目標達成に向けた３本柱の取り組み
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猪名川・藻川の大規模水害に対し「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小化」を目指す

（１）逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取り組み
（２）洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動の取り組み
（３）一刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための排水活動の取り組み
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